
○対象経費として、清掃総務費、ごみ対策費、清掃
センター費、総務費の使用料等関連経費を設定。
対象となる収支及び資産負債は、摘要単位で１つ
ずつ確認・抽出し配賦。

○非財務情報については、茅ヶ崎市、小松市との比
較も考慮し、統一した項目を使用。

○ごみ処理科目別（勘定科目）及びごみ処理部門別
（収集・焼却・埋め立て）に係る収支や非財務情報
を収集し、住民１人あたり及び全排出量１ｔあたりの
コストや収益について分析を実施。また、当市で平
成30年度に実施した、ごみ袋有料化及び搬入手数
料改正の影響を比較するため、平成29年度との経
年比較を実施。

事業別セグメント分析取組事例①（茨城県土浦市）

○ 効率的な財政運営を図るため、公会計情報を活用して、事業の成果・課題を「見える化」し、行政評価や予算編成に反映
するとともに、経年比較や他団体との比較による多角的な分析を行えるような体制を構築することを目的とする。

分析の目的

取組概要

○今回取り組んだ事業別セグメント分析を他事業へ展開し、これに向けた分析シートの様式を検討する予定。
○事業別セグメント分析のシステム出力による行政評価の実施、令和４年度予算への反映を引き続き検討していく。

今後の課題・展望等

○３市比較により、住民１人あたりの事業系ごみ排出量が多く、ごみ１ｔあたりの物件費が高いことが分かった。
○経年比較により、ごみ排出量は減少したが，ごみ１ｔあたりの物件費は増加していることが分かった。

セグメント分析結果
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